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大田仁史         三好春樹          両氏がやってくる

五
月
二
十
二
日
、
新
百
合
の
川
崎
市
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
開
催

新しい介護セミナー Part２

　

       　
　

在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

　
　
　
　

生
田
の
新
し
い
介
護
セ
ミ

　
　
　
　

ナ
ーPart2

が
五
月
二
十
二

　
　
　
　

日
、
新
百
合
ヶ
丘
に
あ
る

　
　
　
　

川
崎
市
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

の
ア
ル
テ
リ
オ
小
劇
場
で

　

開
催
さ
れ
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、

テ
ー
マ
は
介
護
期
の
リ
ハ
ビ
リ
と

認
知
症
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

生
活
と
リ
ハ
ビ
リ
研
究
所
代
表
の
三

好
春
樹
氏
と
、
日
本
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
療

の
第
一
人
者

で
あ
る
大
田

仁
史
氏
が
登

場
。
そ
れ
ぞ

勤
続
５
年
の
非
常
勤
職
員
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
介
護
職
の
弥
武
さ
ん

　

在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
生
田
で

は
こ
の
ほ
ど
、
勤
続
五
年
の
非
常
勤

職
員
に
対
し
て
、
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
今
回
対
象
と
な
っ
た
の
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
弥
武
光
世
職

員
。
弥
武
さ
ん
は
開
設
か
ら
在
籍
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
勤
務
後
、
三
年
半

デ
イ
の
職
員
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

れ
三
好
氏
が
「
認
知
症
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、
大
田

氏
が
「
介
護
期
の
リ
ハ
ビ
リ
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
さ
れ
ま
す
。

　

定
員
は
百
八
十
名
。
受
講
料
は
四

千
円
で
す
。
申
し
込
み

は
在
宅
サ
ポ
ー
ト
セ

て
、
セ
ン
タ
ー
長
の
実
体
験
を
交
え
た

話
に
、
参
加
者
た
ち
は
笑
っ
た
り
、
う

な
づ
い
た
り
と
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

講
座
の
最
後
に
は
、
電
動
ベ
ッ
ド
の

高
さ
調
整
機
能
を
使
っ
た
上
手
な
移
乗

介
助
の
コ
ツ
を
、
実
際
に
ベ
ッ
ド
を
使

い
な
が
ら
伝
授
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

基
づ
く
ケ
ア
が
「
安
全
」
で
「
安
心
」

に
つ
な
が
り
、
な
お
か
つ
残
っ
た
機
能

を
引
き
出
す
「
生
活
リ
ハ
ビ
リ
」
と
な

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
知
症
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
「
問
題
行
動
」
の
背
景
に
あ
る
職

員
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
も
検
証
。

問
題
行
動
の
誘
因
と
な
る
介
護
に
つ
い

　

金
田
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
「
す
ぐ
に

役
立
つ
介
護
講
座
」
が
こ
の
ほ
ど
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
座
に
は
、
現
場
で

働
く
ヘ
ル
パ
ー
の
方
な
ど
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、「
残
っ
た
機
能
を
活
か
す
」

と
い
う
介
護
の
基
本
的
な
考
え
方
や
視

点
を
確
認
し
た
後
、
生
理
学
的
動
作
に

　
　
　
　
　

ン
タ
ー
生
田
ま
で
。

　
　
　
　
　

電
話
〇
四
四‐

九

五
五‐

一
七
一
一
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

グループホーム響の
お花見です

さくら
満　喫

　
　

春
う
ら
ら
と
な
っ
た
四
月
の

　
　

ひ
と
と
き
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

　
　

ム
響
で
は
、
近
く
の
須
賀
神

　

社
に
お
花
見
に
で
か
け
ま
し
た
。

満
開
と
な
っ
た
枝
垂
桜
。
普
段
は

「
花
よ
り
団
子
」
の
ご
利
用
者
様
た

ち
で
す
が
、
こ
の
日
ば
か
り
は
、

流
れ
落
ち
る
滝
の
よ
う
な
桜
の
花

に
、
み
ん
な
う
っ
と
り
と
眺
め
て

い
ま
し
た
。

残
っ
た
機
能
を
活
か
す

金田センター長の
すぐに役立つ介護講座

介
護
の
基
本
と
介
助
の
コ
ツ
を
学
び
ま
し
た


